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第4章  橋梁設計 

4.1 設計条件 

4.1.1 設計基準 

橋梁の設計基準は、構造設計等は基本的に道路橋示方書に準拠する。活荷重及び船舶衝突荷重に

ついては AASHTO LRFD に準拠し、気象条件等の自然条件に係る設計条件については、個別に検

討し設定する。 

4.1.1.1 設計地震動及び耐震設計 

本橋は日本の道路橋示方書に準拠した設計を実施するが、耐震設計法については、日本と違

いレベル２相当の地震が橋梁の供用期間中に発生する確率が非常に低いため、そのまま適用す

ることは過大設計となる。また供用期間中に発生する可能性がある地震の地表面水平加速度

（設計震度）が低く、レベル１相当の地震に対して耐震設計（従前の震度法による設計）を行

えば十分な耐震性能が確保できると考える。 

一方で、供用期間中に発生する最大の地震より大きい地震動が発生した場合についても、そ

の地震に対して要求性能を定義し、最低限落橋をさせないための方策を講じておくのがよいと

考えた。 

以上より、バゴー橋の耐震設計は、要求性能を下記の 2 段階とする。 

表 4.1.1 バゴー橋の地震に対する要求性能 

耐震性能１ 供用期間中に発生する可能性がある最大の地震動を対象として設計を

行う。地震によって橋としての健全性を損なわない性能を確保する。 

耐震性能２ 供用期間中に発生する可能性は極めて小さいが、発生した場合にも橋

梁が落橋することを防止するため、耐震設計上想定する。 

地震による損傷が橋として致命的にならない性能を確保する。 

出典 JICA 調査団 

(1) 設計水平加速度（震度） 

「供用期間中に発生する可能性がある最大の地震動」として、ミャンマー地震工学会が作成

した地震加速度マップから、475 年確率（50 年以内に地震が起こる可能性が 10%となる確率）

による架橋地点付近の地表面加速度（300gal）を設計水平震度 kh=0.30 として採用した。 

また、「供用期間中に発生する可能性は極めて小さい」地震としては、上記の地表面水平加

速度を 1.5倍した 0.45を使用する。これは、建築物の基準であるMyanmar Building Code 2012

においても、供用期間中に発生する可能性は極めて小さい地震動の水平加速度として、最大加

速度の 1.5 倍を採用していることから、これを耐震性能２の設計震度とする。 
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出典：Seismic Hazards Assessment for Myanmar, Myo Thant et al. 2012 

図 4.1.1 ミャンマー国 475 年確率地表面加速度 

 

(2) 耐震性能と耐震設計 

（1)で定義した要求性能を満足するために、具体的に下記の耐震設計を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

架橋地点 
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表 4.1.2 耐震性能と耐震設計の相関 

 耐震性能１ 耐震性能２ 

設計水平震度 kh1=0.30 kh2=1.5x kh1=1.5x0.3=0.45 
上部工 壊れない 安全率・靱性を確保することで壊れない

事を期待する 
下部工 壊れない 安全率・靱性を確保することで壊れない

事を期待する 
支承 壊れない 他の落橋防止構造を設置する場合、耐震

性能２を考慮した設計を行わない 
落橋防止構造 （設計を行わない） 許容応力度割増を行った設計を行い、壊

れない事を保証する 
伸縮装置 地震による移動量を確保する 耐震性能２を考慮した設計を行わない 

出典 JICA 調査団 

ハッチング部分が設計対象である。ここで「落橋防止構造」とは、上部工と下部工をつなぎ、

耐震性能２による地震において、上部工が下部工から外れ落橋することを防止する構造を想定

し、耐震性能２の設計水平震度を用いて設計を行う。具体的には、アンカーバーや耐震性能２

の設計水平震度で設計する支承を想定する。また、道路橋示方書 V 耐震設計編 16.1 に記載さ

れる、橋軸方向に 4 基以上の下部構造において弾性支持又は固定支持される一連の上部構造を

有する橋梁については、耐震性能２による落橋防止構造の設計は行わない。 

4.1.1.2 船舶の衝突荷重 

船舶の衝突荷重は、AASHTO に規定される船舶衝突荷重を載荷する。 

(1) 設計対象船舶 

バゴー橋を曳航する最大の船舶サイズは、DWIR からのヒアリングにより以下の値を用いる。 

大きさ：65.5mｘ15.9mｘ3.0m（バージ船） 

Deadweight Tonnage （DWT, 載貨重量トン)：1,118 トン 

最大速度：10knot（5.14m/s） 

なお、満載時ドラフトは同様なバージ船の例から 2.2m と想定する。 
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(2) 衝突速度の算出は、AASHTO LRFD 3.14.6 による。 

 

出典 AASHTO LRFD 

図 4.1.2 設計衝突速度 

 

出典 JICA 調査団 

図 4.1.3 バゴー橋における設計衝突速度の設定 

表 4.1.3 バゴー橋における設計衝突速度 

橋脚 衝突時速度 (V) 備考 
P10, P11, P12, P13 5.14 m/s Maximum vessel speed 

P6 1.34 m/s  
P7 2.95 m/s  
P14 1.84 m/s  

P15-P21 1.00 m/s Mean current speed 

出典 JICA 調査団 
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なお、P5,P22 は平均満潮位 HL EL+2.679 から河床までの水深がドラフトより小さいため、

バージ航行不可として衝突荷重対象外とした。 

(3) 衝突荷重 

衝突荷重は、AASHTO LRFD 3.14.11 による。 

 

出典 AASHTO LRFD 

図 4.1.4 バージによる橋脚への衝突荷重 

表 4.1.4 衝突荷重の算出 

橋脚 衝突時速度 
 (m/s) 

フィート換算 
(ft/s) 

KE 
(kip-ft) 

aB 
(ft) 

PB 
(kip) 

PB 
(kN) 

P9, P10, P11, P12 5.14 16.9 11,4333 7.51 2,175 9,658 
P7 2.08 6.8 1,872 1.56 1,521 6,752 
P8 3.60 11.8 5,608 4.18 1,809 8,032 

P13 1.84 6.0 1,465 1.24 1,486 6,595 
P6, P14-P21 1.00 3.3 433 0.38 1,391 6,175 

出典 JICA 調査団 

なお、AASHTO LRFD 3.14.14 より、橋軸直角方向に衝突荷重 PB の 100％、橋軸方向に 50％

を作用させる。 
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(4) 衝突時水位と橋脚衝突高さ 

AASHTO LRFD の下図より、平均満潮位 MHW（MSL から+3.18m）からバージの水面上

高さ（0.8m）の位置を衝突高さとする。 

 

出典 AASHTO LRFD 

図 4.1.5 バージの衝突高さ 

表 4.1.5 衝突荷重及び衝突高さ 

Pier P5,P6 P7 P8 P9,P10, 
P11,P12 P13 P14,P15,P16,P17,P18, 

P19,P20,P21P22 
Impact 
force 
(kN) 

Trans. 6,175 6,752 8,032 9,658 6,595 6,175 
Long. 3,088 3,376 4,016 4,829 3,298 3,088 

Impact height 
(m) 3.98 3.98 3.98 3.98 3.98 3.98 

出典 JICA 調査団 

4.1.1.3 航空機航路との関係 

架橋地点はヤンゴン国際空港からの距離が比較的近いことから、航空機に対する空頭制限の

要否について検討を行う。 

(1) 検討条件 

空頭制限を受ける可能性があるのは、斜張橋の主塔架設時のクレーンである。よって、ヤンゴ

ン国際空港から近い側の主塔までの距離について下記のように算出した。 

・ ヤンゴン国際空港の標点は、滑走路の中心付近と仮定 

・ 主塔（P12）と空港標点との直線距離を地図上で計測 

・ 国際空港の制限表面については、ICAO（International Civil Aviation Organization、国

際民間航空機関）に準拠した制限表面を想定 
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(2) 検討結果 

 

出典 JICA 調査団 

図 4.1.6 ICAO による制限表面と架橋地点との関係 

P12 橋脚はヤンゴン国際空港の標点から 17.1km に位置する。空頭制限としては、制限表面

のうち「外側水平表面」として 295m の高さを確保する必要がある。また、空港標点は+33ｍ

MSL にあり、斜張橋主塔頂部は MSL から 86m の高さにあるため、295+33-86=242m となり、

主塔頂部から制限表面は 242m の余裕がある。主塔架設用のクレーンの到達高さは主塔頂部+

数 10m 程度であることから、空頭制限には十分な余裕があると言える。 

なお、ICAO では 200ft 以上 650ft 未満（60m 以上 200m 未満）の高さの構造物には航空障

害灯の設置を義務付けているため、主塔頂部に航空障害灯を設置する。 

4.1.1.4 気象条件 

(1) 気温 

ヤンゴン市における月平均最高気温及び最低気温はそれぞれ 39.2℃及び 11.3℃となってい

る。設計用として、平均気温を 25℃として、上昇／下降を 15℃ずつ考慮することとする。 

 

出典：気象水文局 

図 4.1.7 Kaba-Aye 観測所（ヤンゴン市内）における月平均気温（1991-2015） 

10

20

30

40

Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec

T
em

pe
ra

tu
re

 (
℃

)

Max

Min



ミャンマー国バゴー橋建設事業詳細設計調査  ファイナル・レポート 

 

4-8 

(2) 風 

 

出典：気象水文局 

図 4.1.8 Kaba-Aye 観測所（ヤンゴン市内）における最大・平均風速（1991-2015） 

図はヤンゴン市内における最大及び平均風速である。5 月に極大となっているものは、サイ

クロン・ナルギスによる風速 96.5mph（42.9m/s）である。設計用風速としては、MOC がヤ

ンゴン地区の設計風速として設定している 100mph（44.4m/s）を用いることとする。 

なお、サイクロンが到来する 5 月以外の月の最大風速は 12.0mph（5.3m/s）、年間平均風速

は 2.5mph（1.1m/s）程度である。 

(3) 降雨量 

降雨量についても、ヤンゴン市内における観測結果から作成された降雨強度により設定する。3

年確率 10 分降雨強度は 149mm/h である。 

 

出典：気象水文局 

図 4.1.9 Kaba-Aye 観測所（ヤンゴン市内）における降雨強度（1968-2015） 
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Dairy Rainfall:
R24 (mm/day)

Rainfall intensity each rainfall duration (mm/hr): It = R24/24*(24/t)m, m=2/3

24 hour 24 12 8 6 3 2 1.5 1 0.75 0.5 0.333 0.167

1,440 min. 1,440 720 480 360 180 120 90 60 45 30 20 10

2 50.0% 112.9 4.7 7.5 9.8 11.9 18.8 24.7 29.9 39.1 47.4 62.1 81.4 129.2

3 33.3% 130.1 5.4 8.6 11.3 13.7 21.7 28.4 34.4 45.1 54.6 71.6 93.8 148.9

5 20.0% 152.1 6.3 10.1 13.2 16.0 25.4 33.2 40.2 52.7 63.9 83.7 109.7 174.1

10 10.0% 184.3 7.7 12.2 16.0 19.4 30.7 40.3 48.8 63.9 77.4 101.4 132.9 211.0

20 5.0% 220.4 9.2 14.6 19.1 23.1 36.7 48.1 58.3 76.4 92.6 121.3 158.9 252.3

25 4.0% 233.0 9.7 15.4 20.2 24.5 38.8 50.9 61.6 80.8 97.9 128.2 168.0 266.7

30 3.33% 243.7 10.2 16.1 21.1 25.6 40.6 53.2 64.5 84.5 102.3 134.1 175.7 279.0

50 2.0% 275.5 11.5 18.2 23.9 28.9 45.9 60.2 72.9 95.5 115.7 151.6 198.7 315.4

80 1.25% 307.3 12.8 20.3 26.6 32.3 51.2 67.1 81.3 106.5 129.1 169.1 221.6 351.8

100 1.0% 323.4 13.5 21.4 28.0 34.0 53.9 70.6 85.6 112.1 135.8 178.0 233.2 370.2

150 0.667% 354.1 14.8 23.4 30.7 37.2 59.0 77.3 93.7 122.8 148.7 194.9 255.4 405.3

200 0.5% 377.1 15.7 24.9 32.7 39.6 62.9 82.4 99.8 130.7 158.4 207.5 271.9 431.7

300 0.33% 411.4 17.1 27.2 35.7 43.2 68.6 89.8 108.8 142.6 172.8 226.4 296.7 470.9

400 0.25% 436.9 18.2 28.9 37.9 45.9 72.8 95.4 115.6 151.5 183.5 240.4 315.1 500.1

500 0.2% 457.5 19.1 30.3 39.7 48.0 76.3 99.9 121.0 158.6 192.1 251.8 329.9 523.7

Calculation formula of Probable rainfall = Generalized extreme value distribution

Return Period
(Probability)
(Year, %)
Kaba Aye
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4.1.2 使用材料 

使用材料は、バゴー橋の設計を道路橋示方書に準拠することや、主要な調達を本邦関連企業から

行う事を想定していることなどから、日本工業規格（JIS）に準拠した材料を想定する。但し技術

仕様書には「JIS と等価な材料」と記述し、国際調達の可能性を排除しない。 

 

4.1.3 設計荷重及び荷重組合せ 

設計荷重は後述の設計条件表に記載したとおりである。活荷重については、橋梁については

AASHTO HL-93 及び特殊荷重（735kN 集中荷重）を用いた。 

荷重組合せのうち、河川内橋梁の風荷重時については、本橋が感潮域にあること、サイクロン来

襲時には風荷重と水位が最大になることなどを考慮して組合せを考慮した。また地震時は河川水位

と洗掘深の影響を考慮した。 

 

4.1.4 構造最適化のための比較設計項目 

準備調査（F/S）及び追加調査で実施された構造形式は、事業概要や事業費の算出を目的として

橋梁形式等を選定し、橋梁計画を立案した。基本設計では橋梁計画細目について見直し、構造最適

化のための比較検討を行う。 

 

表 4.1.6 比較検討項目 

項目 検討項目 

鋼斜張橋 主塔高さ 
桁断面（桁高、ブラケット、リブ形状等） 
主塔形式（逆 Y 型、H 型、1 本柱） 
吊ケーブル配置 
ケーブル本数 
ケーブル形式 
支承支持条件 
橋脚形状 
基礎形状（鋼管矢板井筒の構成） 

鋼箱桁橋 主桁断面検討（桁高、ブラケット、リブ等） 
下部工 
基礎工 
橋梁付属物の検討 

PC 箱桁橋（スパンバイスパ

ン工法） 

橋長の検討 
径間長・径間配置の検討 

主桁形式の検討 

下部工の検討 

基礎工の検討 
橋梁付属物の検討 
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オンランプ橋 径間長・径間配置の検討 
上部工形式の検討 
架設方法検討 
主桁の検討 

下部工の検討 

基礎工の検討 
橋梁付属物の検討 

高架橋 橋長の検討 
径間長・径間配置の検討 
上部工形式の検討 
基礎工形式の検討 

出典：JICA 調査団 

 

4.1.5 河川内橋梁の支間割・航路高 

河川内橋梁の支間割は、水理学的な影響および航行船舶の安全性を考慮して、既設タンリン橋の

橋脚の見通し線上にバゴー橋の橋脚を設置する。バゴー川は、水深は浅いものの澪筋に沿って中小

船舶の往来が盛んである。現在の航路は、図 4.1.10 に示すタンリン側の 4 径間が割り当てられて

おり、既設タンリン橋で 100m 以上の支間が割当てられている主要支間について、同じ支間割とす

ることにする。 

また、航路高はバゴー橋の縦断が最も低い P20 橋脚位置の桁下高が、同位置のタンリン橋の桁下

高 GH=11.41 より高い位置になるように計画した。 

 

 

 

出典：JICA 調査団 

4.1.6 バゴー橋の設計条件 

バゴー橋の設計条件を次頁以降に示す。 

  

Thanlyin Bridge (upstream) 

Bago River Bridge (downstream) Navigation limit Entrance 
by DWIR No pass 

Thaketa Tsp. Thanlyin Tsp.

P10 P13 P14 P7 P20 

タンリン橋最下端

桁下高 GH=11.41 

図 4.1.10 タンリン橋及びバゴー橋の橋脚配置 
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表 4.1.7 一般項目設計条件 

項目 設計条件 摘要 

設計対象 新橋建設及びタンリン・ティンカット道路の道路改良 

路線延長 3,644.341m 

河川橋梁 橋長 2031.000m 

上部工 鋼斜張橋 448.000m 
鋼箱桁橋 1,033.000m (257m, 776m) 
PC 箱桁橋 550.000m  (250m, 300m) 

下部工 壁式橋脚、張出式橋脚、逆 T 式橋台 
基礎工 鋼管矢板井筒基礎、場所打ち杭 

高架橋 橋長 602.000m 

上部工 鋼箱桁橋 180.000m 
鋼鈑桁橋 122.000m 
PC コンポ桁 
 300.000m (60m, 180m, 60m) 

下部工 張出式橋脚、逆 T 式橋台 
基礎工 場所打ち杭 

オンランプ橋 橋長 115.200m 

上部工 PC コンポ桁 115.200m 
下部工 張出式橋脚、逆 T 式橋台 
基礎工 場所打ち杭 

道路建設 アプローチ道路 
タンリン側 357m, タケタ側 430m 
街路 834.341m 

交差点改良 スターシティ交差点（仮称）、シュキンタール交

差点、ヤダナー交差点 
料金徴収施設 タケタ側 1 か所（北向き・南向き） 

 

 

橋梁名 バゴー橋（Bago River Bridge）、高架橋は名称未定  

路線名 タンリン・ティンカット道路  

道路適用基準 道路構造令（平成 27 年 6 月） 
AASHTO A Policy on Geometric Design of Highways and 
Streets, 6th Edition (2011) ※建築限界鉛直高さ 5.0m を採用 
アセアン・ハイウェイ基準 ※車線幅員に 3.5m を採用 
Road Design Criteria in Myanmar, Department of Highway, 
Ministry of Construction (2015) ※参考 

 

構造物適用基準 AASHTO LRFD Bridge Design 7th Edition (2014) ※活荷重

HL-93、盛土部の Live load surcharge、船舶衝突荷重を採用 
道路橋示方書・同解説（I～V）（平成 24 年）※耐震設計は本調

査で検討した方法を採用し、設計水平震度はミャンマー地震工学

会の地表面加速度を地震時応答加速度として採用する 
道路土工要領（平成 21 年 6 月） 
道路土工盛土工指針（平成 22 年 4 月） 
道路土工擁壁工指針（平成 24 年 7 月） 
道路土工軟弱地盤対策工指針（平成 24 年 8 月） 
杭基礎設計便覧（H27.3） 
鋼管矢板基礎設計施工便覧（H9.12） 

その他必要な設計基準／指針等 

 
 

許容応力度法によ

る設計を行う。 

 

各道路土工指針の

耐震設計について

は、レベル１地震動

の静的照査を行う

（Ⅲ種地盤の設計

水平震度を用いる） 

出典：JICA 調査団 
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表 4.1.8 道路幾何構造条件 

項目 設計条件 摘要 

道路規格 バゴー橋本橋 第 2種第 1級相当 

高架橋区間 第 4種第 1級相当 

オンランプ C 規格相当 

タンリン・ティンカット道路改良 第 4種第 1級相当 

道路構造令による 

設計速度 バゴー橋本橋、高架橋区間 60km/h 

オンランプ 30km/h 

タンリン・ティンカット道路改良 40km/h 

 

計画交通量 バゴー橋本橋 

44,356 台日（北向き 25,352 台日、南向き 19,004 台日） 

大型車 6,173 台日（北向き 2,829 台日、南向き 3,344 台日） 

高架橋区間 

21,723 台日（北向き 12,061 台日、南向き 9,662 台日） 

大型車 3,639 台日（北向き 1,549 台日、南向き 2,090 台日） 

追加 F/S 

YUTRA Master Plan 

Case 2035 年予測

値、大型車は Bus

及び Track を集計 

平面線形 

 

上段：変化点番号 

中段：STA 

下段：パラメータ 

バゴー橋本橋、高架橋区間 

SP 1 2 3 4 5 
0+000.000 0+024.970 0+076.170 0+161.513 0+212.713 0+521.900 
R=∞ A=160 R=-500 A=160 R=∞ R=-2000 
6 7 8 9 10 11 
0+857.522 2+627.420 2+680.992 2+724.080 2+777.651 2+782.486 
R=∞ A=150 R=-420 A=150 R=∞ A=130 
12 13 14 EP   
2+835.298 2+961.571 3+014.383 3+644.341   
R=320 A=130 R=∞ -   

オンランプ 

SP 1 2 3 4 5 
0+000.000 0+004.472 0+058.045 0+105.007 0+148.111 0+367.483 
R=∞ R=-140 R=∞ A=50 R=-58 A=50 
6 7 EP    
0+410.587 0+535.778 0+643.083    
R=∞ R=-1000 -    

 

図参照 

縦断線形 

 

上段：STA 

中段：標高(m) 

下段：縦断勾配(%) 

バゴー橋本橋、高架橋区間 

0+0.000 0+228.000 0+700.000 1+88.000 2+140.000 2+517.727 
5.695 5.467 17.267 18.431 15.275 5.832 
-0.100 2.500 0.300 -0.300 -2.500 3.000 
2+830.000 2+960.000 3+160.000 3+475.000 3+500.000  
15.200 15.850 14.420 4.970 4.895  
0.500 -0.715 -3.000 -0.300 -  

オンランプ 

0+0.000 0+150.000 0.329.942 0+490.000 0+540.000  

4.470 4.470 5.010 13.780 14.878  

level 0.300 5.479 2.197 -  
 

図参照 

横断勾配 バゴー橋本橋 2%拝み勾配（最大 4%片勾配） 

高架橋区間 2%拝み勾配（最大 6%片勾配） 

オンランプ 2%片勾配（最大 9%片勾配） 
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幅員構成 バゴー橋本橋（PC 箱桁橋、鋼箱桁橋区間） 

 
バゴー橋本橋（斜張橋区間） 

 
高架橋区間（標準区間、右 4%片勾配、左 6%片勾配） 

 

 
オンランプ（標準区間、9%片勾配区間） 

 

 

幅員変化 バゴー橋本橋 拡幅なし、斜張橋区間のみ中央分離帯を拡幅 

高架橋 拡幅なし 

オンランプ R=58 区間は右 1m 拡幅 

 
 

道路構造令 p.543 

   

出典：JICA 調査団 
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図 4.1.11 オンランプ縦断線形 

図 4.1.12 本線～高架橋縦断線形 

図 4.1.13 平面線形 

出典：JICA 調査団 

出典：JICA 調査団 

出典：JICA 調査団 
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表 4.1.9 河川条件 

項目 設計条件 摘要 

河川名 バゴー川  

航路 竣工時は、P10～P13 を航路とする。航路標識も P10～P13 に設置

する。 

将来的には、澪筋の変化を考慮して、P7～P20 を航路として確保

する。 

DWIR との合意事項 

航路限界 P7～P20 について、既存タンリン橋の橋脚の見通し線を確保する

とともに、既存タンリン橋の桁下高以上を確保する。 

DWIR との合意事項 

計画洪水流量 16,169m3/s（100 年洪水確率）  

計画高水位 

 

荷重組合せ 想定水位 
高水位 

（MSL＋m） 

流速 

（m/s） 

常時 
大潮の満潮／ 

干潮 

+3.18／

-2.39 
0 

風時 最高水位 +4.99 0 

航路上の 

衝突荷重 
大潮の満潮 +3.18 0 

航路以外の 

衝突荷重 
100年確率高水位 +2.53 1.19 

地震時 平均水位 +0.29 0.60 

施工時 5 年確率高水位 +4.34 0.65 

 

設計河床高及び

設計洗掘深 

 
 P6 P7 P8 P9 P10 

Riverbed height 0.41 -3.59 -5.35 -4.82 -4.55 
Foundation height -2.48 -6.38 -6.34 -6.35 -9.10 
Maximum scouring depth -3.41 -8.91 -9.42 -9.31 -11.27 

 
P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17 P18 

-5.41 -7.96 -8.02 -6.28 -5.09 -5.26 -6.70 -6.99 
-9.10 -9.10 -9.10 -8.06 -8.06 -8.06 -8.06 -8.06 

-12.13 -13.67 -13.48 -11.43 -10.84 -10.36 -9.70 -10.00 
 

P19 P20 P21 P22 P23 P24 P25 
-6.88 -6.55 -6.15 -4.61 -0.05 4.11 4.04 
-8.06 -7.28 -7.55 -7.59 -2.39 3.73 3.78 
-9.78 -9.53 -8.56 -7.48 -2.07 3.98 3.92 

地震時の洗掘深は、最大洗掘深の 1/2 を用いた。 

 

基準高さ モンキーポイントにおけるベンチマーク調査結果 

MSL=CDL+2.814m 

全ての高さは、MSL からの高さとして表す。 

 

   

出典：JICA 調査団 
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表 4.1.10 地形・地質条件 

項目 設計条件 摘要 

調査概要 次頁に示す。  

地質縦断図 次頁に示す。  

設計用土質定

数 

1. タンリン地区陸上部（A1～P6、オンランプ橋） 

 
2. 河川内（P7～P22） 

 
3. タケタ地区陸上部（P23～A2） 

 
4. 高架橋 

 
Internal 
friction angle

Cohesive 
strength

Deformation 
Modulus

γt γsat γ' φ (°) c (kN/m2) E50 (kN/m2)

1 Filled Soil 1 18.0 18.0 8.0 - 6 700           

2 CLAY-I 1 17.5 17.5 7.5 - 15 900           

3 Sandy CLAY-I 3 17.5 17.5 7.5 - 15 2,000        

4 Silty CLAY-I 15 16.5 17.5 7.5 33 - 6,000        

5 Clayey SAND-A 3 17.0 18.0 8.0 28 - 1,200        

6 CLAY-AII 5 17.5 17.5 7.5 - 30 3,200        

7 Clayey SAND-B 17 17.0 18.0 8.0 33 - 11,900      

8 CLAY-AIII 7 17.6 17.6 7.6 - 42 4,900        

9 Clayey SAND-C 20 17.0 18.0 8.0 32 - 14,000      

10 Clayey SAND-I 22 17.0 18.0 8.0 31 - 15,400      

11 Clayey SAND-II 50 19.0 20.0 10.0 34 - 35,000      

N-valueSoil nameNo.
Unit weight (kN/m

3)

Internal
friction angle

Cohesive
strength

Deformation
Modulus

γt γsat γ' φ (°) c (kN/m2) E50 (kN/m2)

1 River sediments 3 17.0 18.0 8.0 29 - 1,200        

2 CLAY-I 1 17.5 17.5 7.5 - 10 900           

3 Clayey SAND-A 3 17.5 18.5 8.5 28 - 1,200        

4 Silty SAND-I 13 17.0 18.0 8.0 33 - 5,200        

5 Sandy CLAY-II 9 17.5 17.5 7.5 - 54 6,300        

6 CLAY-AII 7 17.5 17.5 7.5 - 42 4,900        

7 Clayey SAND-B 13 17.0 18.0 8.0 32 - 9,100        

8 Silty SAND-A 25 17.0 18.0 8.0 33 - 17,500      

9 CLAY-AIII 18 18.0 18.0 8.0 - 108 12,600      

10 Clayey SAND-C 20 17.0 18.0 8.0 33 - 14,000      

11 Silty SAND-II 30 17.0 18.0 8.0 34 - 21,000      

12 Clayey SAND-I 35 19.0 20.0 10.0 34 - 24,500      

13 Clayey SAND-II 50 19.0 20.0 10.0 35 - 35,000      

No. Soil name N-value
Unit weight (kN/m3)

Internal 
friction angle

Cohesive 
strength

Deformation 
Modulus

γt γsat γ' φ (°) c (kN/m2) E50 (kN/m2)

1 Filled Soil 3 19.0 20.0 10.0 - 18 2,100        

2 CLAY-I 1 17.5 17.5 7.5 - 15 900           

3 Silty SAND-I 13 17.0 18.0 8.0 33 - 6,500        

4 Sandy SILT 5 17.0 17.0 7.0 - 30 3,500        

5 Silty SAND-II 25 17.0 18.0 8.0 35 - 17,500      

6 Clayey SAND-I 30 17.0 18.0 8.0 34 - 21,000      

7 Clayey SAND-II 50 19.0 20.0 10.0 35 - 35,000      

No. Soil name N-value
Unit weight (kN/m3)
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支持層の設定 道路橋示方書に準拠する。  

液状化判定 考慮する。  

広域地盤沈下

の影響 

本事業では考慮しない。  

出典：JICA 調査団 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：JICA 調査団 

 

 

出典：JICA 調査団 

 

 

 

 

  

Internal 
friction angle

Cohesive 
strength

Deformation 
Modulus

γt γsat γ' φ (°) c (kN/m2) E50 (kN/m2)

1 Filled Soil 4 18.0 18.0 8.0 - 24 1,300        

2 CLAY-I 4 18.0 18.0 8.0 - 24 1,300        

3 Silty SAND-I 10 18.0 18.0 8.0 32 - 5,000        

4 Sandy SILT 8 17.0 17.0 7.0 - 48 5,600        

5 Silty SAND-II 22 17.0 19.0 9.0 33 - 15,400      

6 CLAY-II 21 18.0 18.0 8.0 - 126 14,700      

7 Clayey SAND-I 35 17.0 19.0 9.0 33 - 24,500      

8 CLAY-III 35 18.0 18.0 8.0 - 210 24,500      

9 Clayey SAND-II 50 19.0 19.0 9.0 37 - 35,000      

10 CLAY-IV 50 18.0 18.0 8.0 - 300 35,000      

No. Soil name N-value
Unit weight (kN/m3)

図 4.1.14 地質調査位置図 

図 4.1.15 地質調査凡例 
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出典：JICA 調査団 

図 4.1.19 ボーリング調査結果 BH-BD-01（１） 
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出典：JICA 調査団 

  図 4.1.20 ボーリング調査結果 BH-BD-01（2） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.21 ボーリング調査結果 BH-BD-02（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.22 ボーリング調査結果 BH-BD-02（2） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.23 ボーリング調査結果 BH-BD-03（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.24 ボーリング調査結果 BH-BD-03（2） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.25 ボーリング調査結果 BH-BD-04（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.26 ボーリング調査結果 BH-BD-04（2） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.27 ボーリング調査結果 BH-BD-05（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.28 ボーリング調査結果 BH-BD-05（2） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.29 ボーリング調査結果 BH-BD-06（1） 



ミャンマー国バゴー橋建設事業詳細設計調査  ファイナル・レポート 

 

4-32 

 
出典：JICA 調査団 

 図 4.1.30 ボーリング調査結果 BH-BD-06（2） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.31 ボーリング調査結果 BH-BD-07（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.32 ボーリング調査結果 BH-BD-07（2） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.33 ボーリング調査結果 BH-BD-08（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.34 ボーリング調査結果 BH-BD-08（2） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.35 ボーリング調査結果 BH-BD-08（3） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.36 ボーリング調査結果 BH-BD-09（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.37 ボーリング調査結果 BH-BD-09（2） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.38 ボーリング調査結果 BH-BD-09（3） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.39 ボーリング調査結果 BH-BD-10（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.40 ボーリング調査結果 BH-BD-10（2） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.41 ボーリング調査結果 BH-BD-10（3） 



ミャンマー国バゴー橋建設事業詳細設計調査  ファイナル・レポート 

 

4-44 

 
出典：JICA 調査団 

 図 4.1.42 ボーリング調査結果 BH-BD-11（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.43 ボーリング調査結果 BH-BD-11（2） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.44 ボーリング調査結果 BH-BD-11（3） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.45 ボーリング調査結果 BH-BD-12（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.46 ボーリング調査結果 BH-BD-12（2） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.47 ボーリング調査結果 BH-BD-12（3） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.48 ボーリング調査結果 BH-BD-13（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.49 ボーリング調査結果 BH-BD-13（2） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.50 ボーリング調査結果 BH-BD-14（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.51 ボーリング調査結果 BH-BD-14（2） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.52 ボーリング調査結果 BH-BD-15（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.53 ボーリング調査結果 BH-BD-15（2） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.54 ボーリング調査結果 BH-BD-16（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.55 ボーリング調査結果 BH-BD-16（2） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.56 ボーリング調査結果 BH-BD-17（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.57 ボーリング調査結果 BH-BD-17（2） 



ミャンマー国バゴー橋建設事業詳細設計調査  ファイナル・レポート 

 

4-60 

 

出典：JICA 調査団 

 図 4.1.58 ボーリング調査結果 BH-BD-18（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.59 ボーリング調査結果 BH-BD-18（2） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.60 ボーリング調査結果 BH-BD-19（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.61 ボーリング調査結果 BH-BD-19（2） 



ミャンマー国バゴー橋建設事業詳細設計調査  ファイナル・レポート 

 

4-64 

 

出典：JICA 調査団 

 図 4.1.62 ボーリング調査結果 BH-BD-20（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.63 ボーリング調査結果 BH-BD-20（2） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.64 ボーリング調査結果 BH-BD-20（3） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.65 ボーリング調査結果 BH-BD-21（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.66 ボーリング調査結果 BH-BD-21（2） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.67 ボーリング調査結果 BH-BD-21（3） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.68 ボーリング調査結果 BH-BD-22（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.69 ボーリング調査結果 BH-BD-22（2） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.70 ボーリング調査結果 BH-BD-22（3） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.71 ボーリング調査結果 BH-BD-23（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.72 ボーリング調査結果 BH-BD-23（2） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.73 ボーリング調査結果 BH-BD-24（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.74 ボーリング調査結果 BH-BD-24（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.75 ボーリング調査結果 BH-BD-25（1） 
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出典：JICA 調査団 

 図 4.1.76 ボーリング調査結果 BH-BD-25(2） 
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図 4.1.77 液状化による低減定数 
出典：JICA 調査団 
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表 4.1.11 その他自然条件（設計値は別途設定） 

項目 設計条件 摘要 

温度変化 39.2℃～11.3℃（ヤンゴン市内 Kaba aye 観測所、1991～2015）  

風速 既往最大は Cyclone Nargis (2008/4/27）の観測値 42.9m/s。  

降雨量 149mm/h（3 年確率 10 分降雨強度）  

   

出典：JICA 調査団 

表 4.1.12 橋梁荷重条件 

項目 設計条件 摘要 

死荷重 材料の単位体積重量は、下記の値を使用する。 

材料 単位体積重量(kN/m3) 
鋼・鋳鋼・鍛鋼 77.0 
鋳鉄 71.0 
アルミニウム 27.5 
鉄筋コンクリート 24.5 
プレストレストコンクリート 24.5 
コンクリート（無筋） 23.0 
セメントモルタル 21.0 
木材 8.0 
瀝青剤（防水用） 11.0 
アスファルト舗装 22.5 

 

道示Ⅰ2.2.1 

活荷重 1. AASHTO HL-93 

以下①②の荷重の組合せとして作用させる。 

①設計車両(design truck)または設計タンデム荷重(design 

tandem) 

②設計車線荷重(design lane load) 

 

①-1 設計車両（HS20-44 トラック） 

 
①-2 設計タンデム荷重 

 
②設計車線荷重 

 

AASHTO LRFD Bridge 

design 

specifications, 

3.6.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.6.1.3 
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③設計車両 2 連（負曲げ区間） 

 
組合せ方法 

1) ①-1 ＋② 

2) ①-2 ＋② 

3) ③×0.9＋②×0.9 

車線載荷数による荷重係数（multiple presence factor） 

 
レーン荷重載荷幅は 3.0m とする。 

2. 特殊荷重として、75t（735kN）集中荷重又は等価な分布荷重

を主桁設計に考慮する（1橋に 1台。床版設計には使用しない） 

 
(a) 75t 集中荷重       (b) 分布荷重 

 

 

 

3.6.1.1 

 

 

 

 

MOC による指示 

設計車線幅員 設計車線幅員は 3.0m とし、車線数は総幅員（地覆前面または壁

高欄前面からの幅）を 3.0 で割った時の整数部分とする。 

高架橋の中央分離帯は将来撤去される可能性があるため、総幅員

は中央分離帯を含めた 11.750m とする（車線数は 3とする）。 

   
(a)主要道路部   (b) オンランプ部 

 
(c) 高架橋部 

AASHTO 3.6.1.1.1 
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衝撃係数 道路橋示方書 I共通編の L荷重相当を載荷する。 

鋼橋 i=20/(50+L)  

PC 橋 i=10/(25+L) 

斜張橋の主塔及びケーブルは既往の実績値から別途設定する。主

塔：i=0.15、ケーブル i=0.20 

道示Ⅰ2.2.3 

温度変化 道路橋示方書に準拠するが、基準温度を 25℃とする。 

主構造 

RC,PC：+10℃～+40℃（25℃±15℃）・部材間の相対温度差 5℃ 

鋼構造：+10℃～+40℃（25℃±15℃）・部材間の相対温度差 15℃ 

支承、伸縮装置 

RC,PC 桁：+5℃～+45℃（25℃±20℃） 

鋼桁   ：+0℃～+50℃（25℃±25℃） 

 

コンクリートに

作用する力 

プレストレスト力、コンクリートのクリープ及び乾燥収縮の影響

については、道路橋示方書に準拠する。 

道 示 Ⅰ 2.2.4, 

2.2.5 

風荷重 100mph (44.4m/s) ※ヤンゴン市の基本風速 

但しこれは「3秒ガスト風速（瞬間風速）」による表現であるため、

これを「10分間平均風速」（耐風設計便覧で使用）に変換する。 

 

U10=Umax/G=44.7/1.51=29.6(m/s) → 30.0(m/s) 

 

ここに、 U10: 10 分間平均風速 (m/s) 

Umax: 3 秒ガスト風速 (m/s) 

G: ガスト係数 G=1+k(σ/U10)=1+3×(7.6/44.7)=1.51 

k: ピーク係数、k=3 

σ: 風速の標準偏差、σ=7.6 

MOC による指示 

流水圧 道路橋示方書に準拠して考慮する。 道示Ⅰ2.2.7 

地震時動水圧 考慮する  

船舶の衝突荷重 考慮する  

地震の影響 設計水平震度 kh=0.30、khg=0.24 ミャンマー地震工学

会 

出典：JICA 調査団 
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表 4.1.13 橋面工設計条件 

項目 設計条件 摘要 

防護柵 バゴー橋本橋（路側、中央分離帯） 

鋼製防護柵 

設計強度 130kJ 以上 

（A 種、Am 種） 

設置高さ 路面から 1,100mm（路

側）、900mm（中央分離帯） 

 

高架橋、オンランプ橋（路側） 

コンクリート製防護柵 

設計強度 160kJ 以上 （Sc 種） 

設置高さ 路面から 1000mm 

 

高架橋の中央分離帯は、マウントアッ

プのみとする。 

形状 

 
 

 
 

 

 

遮音壁 設置しない  

落下物防止柵 設置しない  

照明 設置する  

添架物 バゴー橋本橋 

水道管（φ45cm×2 条） W=6.0kN/m 

オーバーレイ等を考慮し、付加荷重 0.7kN/m2を全幅員に考慮 

高架橋、オンランプ橋 

設置しない 

 

水道管は YCDC
水道局からの要

請 

検査路 バゴー橋本橋 

上部工検査路：鋼箱桁内部に設置 

下部工検査路：設置しない。但し、掛け違い橋脚に橋面からの階段

と、沓座に転落防止用手摺を設置。 

高架橋、オンランプ橋 

上部工検査路・下部工検査路：設置しない 

 

排水装置 路側の排水枡で集水する（鋼製、製作品） 

流末は、河川上は桁下まで鉛直管を下ろして垂れ流し、陸上は横引き

して下部工位置で地上へ下ろす 

設計降雨強度 149mm/h 

 
 
 

現地 

舗装 鋼斜張橋、鋼箱桁（鋼床版） 改質密粒アスファルト舗装、80mm 

PC 箱桁橋、オンランプ、高架橋 普通アスファルト舗装、80mm 

 

防水層 設置する（塗布系）  

出典：JICA 調査団 
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